
新しい年を迎えました。国内で
は少数与党による政権運営が続き
ます。米国で再び大統領に就くト
ランプ氏の動向に世界が注目して
います。私たちは、混迷の時代に
どう向き合えるのでしょうか。
シリーズ「2025年の指針」では、

政治、外交、教育、文化などの第
一人者の論考を紹介します。
初回は、自民党副総裁などを務

めた大島理森・元衆院議長です。
選挙に対するSNSや動画の影響が大
きくなった現在、「政党政治」の
意義を改めて語ってもらいます。

お
正
月
休
み
は
お
孫
さ

ん
や
親
戚
の
お
子
さ
ん
と

ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い

ま
す
。
離
れ
て
暮
ら
す
大

切
な
ご
家
族
に
、
毎
日
小

学
生
新
聞
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
遠
く
に

住
む
孫
へ
贈

り
た
い
」
と

い
う
声
を
受

け
て
、
毎
日
新
聞
社
で
は

「
毎
小
ギ
フ
ト
購
読
」
の

専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。
詳
し
い
お

申
し
込
み
方
法
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
斎
藤
広
子
）

編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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阪神大震災で橋脚部分から横倒しになった阪
神高速神戸線＝神戸市東灘区深江本町で
1995年１月17日、本社ヘリから撮影

8日（水）＝オピニオン面

5日（日）＝くらしナビ面

混迷の時代に 阿刀田高さん
６日（月）＝夕刊２面

今や日本の衰退は隠しようもありませ
ん。隣国の脅威が叫ばれ、人工知能（Ａ
Ｉ）の進展は社会のあり方を根底から揺
さぶっています。つまり、混迷と不安の
時代なのです。現代の日本人を励ます言
葉を授けてもらえないだろうか。記者は、
楽天家の作家、阿刀田高さん（89）＝写
真＝に尋ねました。

「本離れ」が言われて久しい中で、作家や文学作品の
資料を展示する「文学館」が果たす役割とは何でしょう
か。国内最大規模を誇り、創立40年を迎えた横浜市中区
の神奈川近代文学館の６代目館長に昨春、作家の荻野ア
ンナさん＝写真＝が就任しました。

「文学館を本や作家との出合いの場にしてほしい」。
仏文学者でもあり、無類の落語通として知られる荻野さ
んが、斬新な展示やイベントのアイデアを語ってくれま
した。

自民党副総裁などを務めた大島理森・元衆院議長

11
日

～

＝

１
、
３
面

（土）

阪
神
大
震
災
30
年
硬
派
連
載

６
４
３
４
人
が
亡
く
な
っ
た

１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災
か

ら
、
17
日
で
30
年
を
迎
え
ま
す
。

被
災
者
が
雑
魚
寝
し
て
い
た

避
難
所
の
状
況
は
、
能
登
半
島

地
震
で
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
「
災
害
関
連
死
」
や

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制

度
」
と
い
っ
た
震
災
が
き
っ
か

け
と
な
っ
た
概
念
や
制
度
も
あ

り
ま
す
。

震
災
の
課
題
や
教
訓
は
、
そ

の
後
の
30
年
間
の
災
害
で
生
か

さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

全
６
回
の
連
載
で
迫
り
ま
す
。

２０２５年の指針 「正念場の政党政治」

文学館のあり方 荻野アンナさん
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